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新可燃ごみ焼却施設建設工事の進捗状況をお知らせします
　木曽広域連合で進めている「ごみ焼却（熱回収）施設整備工事」は、平成28年12月15日に最初のコンク
リートを打設してから、３月中旬までに約40％まで進んでいます。これまでにごみを溜めるピット、炉室
エリアの基礎梁が概ね完成しています。
　２月末からは鉄骨の建て方も始まっており、これから10月頃の完成に向けて、新しいごみ焼却施設の建
築工事が行われます。
　それと並行して関西・四国・九州地方を中心とした工場で、機械設備の製作が行われ、完成した機器は現
場に搬入されて順次据え付け工事が行われています。
　新しい施設の完成予定は平成30年３月末、稼働開始は４月からの予定です。大型の工事車両が通行する
ようになり、地元の皆さま、近隣の皆さま、現在のごみ処理施設へごみを搬入する皆さまには大変ご迷惑を
お掛けしますが、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

水と緑のふるさとづくり

工事中の新しい施設を望む工事中の新しい施設を望む
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木曽広域連合議会だより
平成29年木曽広域連合議会第１回定例会 開催日：平成29年２月28日㈫

▼議案第１号　　木曽広域連合職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正について ……可決
▼議案第２号　　木曽広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部改正について ……可決
▼議案第３号　　木曽広域連合職員の給与に関する条例の一部改正について ……可決
▼議案第４号　　木曽広域連合公の施設に係る指定管理者の指定について ……可決
▼議案第５号　　平成28年度木曽広域連合一般会計補正予算（第４号） ……可決
▼議案第６号　　平成28年度木曽広域連合介護保険特別会計補正予算（第４号） ……可決
▼議案第７号　　平成29年度木曽広域連合一般会計予算 ……可決
▼議案第８号　　平成29年度木曽広域連合介護保険特別会計予算 ……可決
▼ほか　　　　　・一般質問３件・全員協議会３件（新焼却炉建設 介護保険新事業 木曽寮あり方検討委員会）

平成28年度補正予算 （第4号） の概要  ２月議会で可決されました。

  会計別補正予算総括表 単位：千円　

歳　　　　　入 歳　　　　　出
補正前の額 補  正  額 計 補正前の額 補  正  額 計

一　般　会　計 4,135,280 △ 38,779 4,096,501 4,135,280 △ 38,779 4,096,501
介護保険特別会計 4,266,010 0 4,266,010 4,266,010 0 4,266,010
合 計 8,401,290 △ 38,779 8,362,511 8,401,290 △ 38,779 8,362,511

  一般会計 単位：千円　

歳　入 補正額 歳　出 補正額 主な補正内容
分担金及び負担金 △ 91,685 議　  会  　費 △    167 人件費補正 △ 10,115

光熱水費 △ 24,349
共架電柱工事負担金 14,013
情報施設管理費 2,808
嘱託職員賃金 △  2,700
寄附金積立金 7,070
ごみ収集・収集委託経費 △  8,444
ごみ処理施設消耗品費 △  6,123
脱水汚泥処分委託料 △  3,717
道路橋点検委託料 △  3,112

使用料及び手数料 22,666 総　  務  　費 14,483
国 庫 支 出 金 △ 19,050 民　  生  　費 △  2,435
県  支  出  金 △    216 衛　  生  　費 △ 42,979
寄　  附  　金 7,010 農林水産業費 87
繰　  入  　金 25,531 土　  木  　費 △  3,620
諸　  収  　入 16,965 消　  防  　費 △  2,766

　 　 教　  育  　費 △  3,340
　 　 予　  備  　費 1,958

歳入補正額計 △ 38,779 歳出補正額計 △ 38,779

緑聖苑の火葬業務委託契約を平成28年度中に行うため、債務負担行為を設定しました。
（債務負担行為：複数年度にまたがる事業について、議決によりその限度額を定めること）

  一般会計　債務負担行為補正 単位：千円　

事　　　項 期　　　間 限　度　額
火葬管理業務委託 平成29年度 13,000

新しい公会計システム導入のための改修について繰越明許費を計上しました。
（繰越明許費：当年度に終わらない事業費を、議決を受けて翌年度に繰り越すこと）

  一般会計　繰越明許費 単位：千円　

事　業　名 事 業 概 要 繰　越　額
総務一般経費 公会計システム改修委託料 2,460

  介護保険特別会計 単位：千円　

歳　入 補正額 歳　出 補正額 主な補正内容
　 　 総　務　費 70 人件費補正 △   380

派遣職員負担金 1,700
認定調査費 △ 1,000

　 　 予　備　費 △ 70
歳入補正額計 0 歳出補正額計 0
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  介護特別会計 歳入歳出総額：43億2,455万9千円　 前年度比較
166,330千円増　

歳 入 歳 出そ の 他そ の 他
79,764千円79,764千円

2%2%

第１号被保険者保険料第１号被保険者保険料
741,600千円　17%741,600千円　17%

町村負担金町村負担金
636,948千円636,948千円

15%15%

国庫支出金国庫支出金
1,107,734千円1,107,734千円

26%26%

保険給付費保険給付費
4,007,880千円　93%4,007,880千円　93%

総務費総務費
107,593千円　2%107,593千円　2%

そ の 他そ の 他
1,853千円1,853千円
0%0%

地域支援事業費地域支援事業費
207,233千円　5%207,233千円　5%

支払基金交付金支払基金交付金
1,141,248千円1,141,248千円

26%26%

県支出金県支出金
617,265千円617,265千円

14%14%

平成29年度当初予算の内訳  ２月議会で可決されました。

  一般会計 歳入歳出総額：48億8,084万9千円 　 前年度比較
773,290千円増　

歳 入 歳 出そ の 他そ の 他
152,350千円152,350千円

3%3%
議 会 費議 会 費
16,234千円　1%16,234千円　1%総 務 費総 務 費

647,668千円647,668千円
13%13% 民 生 費民 生 費

298,936千円298,936千円
6%6%

衛 生 費衛 生 費
2,883,698千円　59%2,883,698千円　59%

農林水産業費農林水産業費
38,396千円38,396千円

1%1%

土 木 費土 木 費
144,508千円144,508千円

3%3%

消 防 費消 防 費
620,054千円620,054千円

13%13%

教 育 費教 育 費
112,282千円112,282千円

2%2%

分担金及び負担金分担金及び負担金
3,574,925千円　73%3,574,925千円　73%

使用料使用料
及び手数料及び手数料
620,209千円620,209千円

13%13%

国庫支出金国庫支出金
533,365千円533,365千円

11%11%

公 債 費公 債 費
109,032千円109,032千円

2%2%

予 備 費予 備 費
10,041千円10,041千円

0%0%

主な事業内容 （千円）

企画振興事業等 18,297 休日等一次救急 38,248 し尿施設等運営 299,826
ＣＡＴＶ管理等 444,823 新ごみ施設建設 1,974,135 緑聖苑運営 37,107
老人ホーム運営 289,505 ごみ施設等運営 461,759 文化公園運営 107,663

主な事業内容 （千円）

介護認定事業費 27,255 高額介護サービス諸費 68,830
介護サービス等諸費 3,762,819 特定入所者介護サービス諸費 132,739
介護予防サービス等諸費 40,320 地域支援事業費 207,233
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Ｑ  南木曽でも坂下病院の医師確保に苦慮しています。木曽広域連合ではどのように対策していますか。
Ａ  木曽広域連合では、夜間・休日の一次救急事業における医師確保に取り組んでいます。信州大学が頼
りで、お願いにあがっていますが、とても難しい状況です。

Ｑ  木曽広域連合で奨学金制度を設立し、木曽郡内で医師の養成をする考えはありませんか。
Ａ  長野県に医師育成の奨学金制度がある中、木曽において同様の奨学金制度を設けるのは難しい状況で
す。医療改革により、医師は自分の働きたい場所を自分で決めることが原則となっています。医師に
限らず、木曽地域を見直し、木曽に根差す人たちを増やしていく必要があると考えています。

Ｑ  木曽の医師確保はどのような状況ですか。
Ａ  木曽郡内には、現在34名の医師がおられますが、人口当たりでは全国平均の半分ほど
です。在宅医師は高齢化が進んでおり、木曽病院の常勤医師の数も減っています。

　  医師確保は長野県、木曽病院、県立病院機構の理事長方の努力にかかっています。

※）一般質問の内容については木曽広域連合ＨＰ （http://www.kisoji.com/kisokoiki/）にも掲載しています。

Ｑ  少子化に伴う教育問題について郡内全体で検討するため、木曽広域連合に窓口を設
置してはどうですか。

Ａ  教育問題については、長野県の第２期高校再編計画の動きを注視したいと考えています。
Ｑ  「木曽地方事務所」が「木曽地域振興局」に再編されるのに合わせ、「木曽はひとつ」キャンペーンな
どを行ってはどうですか。

Ａ  災害復興のために対策協議会が設立され、キャンペーンなどを行ってきています。この協議会事務局
はこれまで木曽観光連盟が務めていましたが、「木曽地域振興局」に移管し、今後も対策を続ける予定
です。

Ｑ  御嶽海関の活躍が目覚ましい今、大相撲木曽場所の開催を検討してはどうですか。
Ａ  主催者や宿泊などの問題がありますが、御嶽海後援会では御嶽海関の今後の活躍によっては開催も検
討する意向のようです。

「木曽の医師確保について」
　　質問 （Ｑ）：矢澤和重議員　　答弁 （Ａ）：原連合長、垣外健康福祉課長

「木曽郡の廃棄物処理行政について」
　　質問 （Ｑ）：山﨑隆二議員　　答弁 （Ａ）：村田総務課長、茂澄環境課長

Ｑ  新ごみ処理施設は12時間炉という国内初の焼却炉だと聞きました。導入経緯を説明
して下さい。

Ａ  これまでの８時間炉では建設コストが高くなり、16時間炉では交替要員の人件費が
高くなります。折衷案として12時間炉を提案しました。８時間炉の60％の建設費
で、人件費も１名の増で済みます。

Ｑ  焼却灰の処分先は東日本に偏っています。リスク分散、木曽郡内での処理は考えていますか。
Ａ  現在、焼却灰資源化を行う業者が東海地方にあり、部分委託を考えています。木曽郡内への処理・処
分施設の設置は難しい状況ですが、検討したいと考えています。

Ｑ  災害時への備えについて説明して下さい。
Ａ  災害ごみ処理の実績としては南木曽水害、御嶽噴火時に60ｔを処理しました。備えとしては、近隣施
設との相互協力体制の構築のほか、新ごみ処理施設は1,000ｔの災害ごみを処理できる設計です。

Ｑ  廃棄物行政の今後の課題は何ですか。ごみ処理は一極集中化しており、リスクの分散が必要です。
Ａ  し尿・汚泥等については、施設維持管理と共に、し尿処理施設と下水道汚泥処理施設の統合が課題で
す。ごみ処理は、施設の延命化と、更なるごみ減量化、小型家電リサイクルが課題となっています。

一般質問の概要

「木曽はひとつ」
　　質問 （Ｑ）：中村博道議員
　　答弁 （Ａ）：古幡副管理者、村田総務課長、開藤文化公園館長
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休日の当番医確認電話番号：救急医案内サービス　☎0570-088199（休日のみ）

緑聖苑に関するお問合せ先：環境センター   （＊＊）52-2530

　医療機関が休診となる土曜日、日曜日、祝日に急病となった方が受診できるようにする体制を、
「救急医療体制」と言います。

　また、木曽広域連合が木曽病院で行うもののほか、木曽医師会・木曽郡歯科医師会の運営する当番医制
の休日診療があり、土日・祝日であっても郡内の当番医で受診できる体制となっています。
　どの医院が当番医かは、新聞、木曽広域連合・各町村ホームページ等でご案内しています。
　都合により当番医が変更となる場合がありますので、電話でご確認の上、受診をお願いいたします。

　平成29年度から木曽葬斎センター「緑聖苑」の
火葬業務等を民間業者へ委託します。
　委託する業務は火葬業務と施設の管理業務で、火
葬の窓口予約などの事務手続きは、これまでどおり
町村、木曽広域連合が行いますので、手続きの連絡
先、方法などに変更はありません。また、手順など
も変わりません。
　民間業者への委託としたことで、これまで以上に
サービスの向上に心掛けてまいります。
　ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

救急医療体制について
救急医療体制は、症状の重症度に応じて救急医療機関が次の３段階に分けられています。

 一次救急医療   　市町村の責任で整備が必要な、入院の必要がなく比較的症状の軽い、
　　　　　　　　帰宅可能な患者への対応機関。
　　　　　　　　・地域の医院など
 二次救急医療    　主に入院治療が必要な重症患者への対応機関。
　　　　　　　　・木曽病院など
 三次救急医療    　主に高度処置が必要な重篤患者への対応機関。
　　　　　　　　・高度救命救急センターなど

土土土土日日日日・・祝祝祝祝日日日日のののの一一次次次次救救救救急急急急医医医医療療療療
木曽広域連合事業のご紹介木曽広域連合事業のご紹介

木曽葬斎センター 緑聖苑の火葬業務を民間に委託します

木曽葬斎センター緑聖苑木曽葬斎センター緑聖苑

　木曽郡内では、町村からの事務委託で木曽広域連合が「一次救急医療」事業を行い、皆さんが休診日に
体調を崩されても、診察を受けられるように木曽病院と信州大学医学部の協力により、態勢を整えていま
す。
　診察は木曽病院の一部をお借りして、信州大学医学部から派遣された外科、内科、整形外科のいずれか
の医師１名と共に、木曽広域連合雇用の看護師１名があたっています。
（12月29日～１月３日の期間は医師が２名体制となります。）
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■本誌に関するお問い合わせは木曽広域連合まで【木曽広域連合構成団体：木曽町/上松町/南木曽町/木祖村/王滝村/大桑村】
　〒399-6101　長野県木曽郡木曽町日義4898-37　TEL.0264-23-1050 　FAX.0264-23-1052
　ホームページ　http://www.kisoji.com/kisokoiki/  　E-mail   soumu@kisoji.com

　木曽広域連合では新しいごみ焼却施設の建設費および維持管理費を縮減し、財政的な負担を軽減するこ
となどを目的として、住民の皆さまに「ごみの減量」をお願いしています。
　最も有効な手段の一つとして、「リサイクルの推進」が挙げられます。「プラスチック製容器包装」、「生
ごみ」、「紙類」、「ペットボトル」、「リサイクルびん」、「発泡スチロール」など、日頃から分別にご協力頂
いておりますが、あらためて代表的なものの回収方法をご紹介させて頂きます。

　詳しくは「家庭ごみの分別区分と出し方の手引き」をご覧いただくか、各町村役場又は木曽クリーンセ
ンターへお問い合わせください。
　各機関のホームページでもご覧いただけます。

ごみの減量とリサイクルの推進にご協力をお願いしますごみの減量とリサイクルの推進にご協力をお願いします


